
     ╀≬四㑻、その影のダン࢕ࢹズ࣒ 
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           山口 和ᙪ 

 

 

キーワード：市஭㆓、真㉚のࣔチーフ、⹫無のࡠくもり、影のリアリテ࢕ 

 

I  ᗎ❶㸸ࡩたつのᕷ஭㆓ 

            

 ᰘ田㘐三㑻の著作では、題ྡが作品ෆᐜを伝える㔜要な役割をᢸっている。文ⱁ作

品における題ྡの㔜要性は、もとよりどの作家にもあてはまることではあるが、ᰘ田

作品、とりわけ代表作のひとつにかࡒえられる╀≬四㑻シリーズは、当初から一話読

み切りの方式で㐌หㄅに連載されたこともあり、各話の題ྡが物語のෆᐜと不可分に

結びついた㛵ಀになっている。たとえばシリーズ第 1 ᙎ『╀≬四㑻無頼᥍』1 の第 1
話「㞮の首」では、将軍家よりᣏ㡿した一対の男㞮と女㞮の行方が、主人公である╀

≬四㑻と、その命を≺うべくᩛ方から送り込まれた女ᐦഄ⨾ಖ代とのወしき⦕を♧၀

するものとなっているし、第 100 話「何ฎへ」は、ᐟᩛが待ち構える死地へ㉱き満身

創⑘になりながら、⮫終の床に⮩すጔ⨾ಖ代のもとへ帰り着いた≬四㑻のጔとの永遠

の別離を描き、その後の主人公の果てなき旅㊰を暗♧するといった具合である。 

 ╀≬四㑻作品の題ྡとෆᐜとのこの᭷機的㛵ಀは、᫛和 31 年から 49 年にかけて計

7 作の長⠍が書き継がれたシリーズ本⠍だけでなく、᫛和 33 年から 48 年まで本⠍の

合間に不定期にᇳ筆された中・短 8 つの番外⠍にも見てとることができる。このうち

᫛和 47 年に発表された「㉚者助太ย」と「義理人情記」の 2 短⠍は、ともに「╀≬四

㑻市஭㆓のෆ」という๪題を᭷し、通常の╀≬四㑻ものとはいくぶん㊃を␗にする作

風になっている。͆ 市஭͇とは、「（中国古代、஭戸すなわち水のある所に人が集まり市

ができたからいう）人家の集まっている所」2 のㅝであるが、本⠍ 7 作と番外⠍ 8 作

を通じても、「╀≬四㑻市஭㆓のෆ」との๪題がῧえられているのはこの 2 ⠍のみで、

これらふたつの͆市஭㆓͇では、╀≬四㑻が主役というよりも脇の人物としてⓏ場す

るところに特色がある。                       

 時代小説ࢪャンルのうち、江戸時代やそれ以前の時代を⯙台に「武家・貴族・ൔ౶
そうりょ

など上ᒙ階級の人物がおもに活㌍する作品」3 を͆時代物͇と総⛠しうるとすれば、
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「江戸時代の町人社会に取ᮦし、市஭の事件や義理・人情のⴱ⸨などを描いた作品」4 

を͆世話物͇と呼ぶことができる。この༊分に従えば、「市஭㆓のෆ」との๪題をもつ

「㉚者助太ย」と「義理人情記」は、╀≬四㑻ものの中では後者に近く、町人社会の

出来事や世ែ、風俗等を扱う世話物的性格をそなえているとみることができる。 

 ╀≬四㑻作品の㓬㓮味は、࿘知のとおり╀≬四㑻という௬ྡをつかう市஭無頼のᾉ

人者の生の㌶跡をたどることであり、⹫構性ゆたかな物語世⏺の中心には๢の㐩人で

もある主人公のᏙ⊂な生きざまが定位されている。文ᨻから天ಖにかけての江戸後期

を⯙台とするこのシリーズは、当時の世相や社会の㞺囲気を伝ወ的小説Ᏹᐂの中に⼥

合させた⊂特のスタイルでも知られるが、そうした江戸の情緒や風㊃は、あくまでも

主人公のീを引き立たせる๪次的な役目をはたしている。╀≬四㑻を༓両役者とする

物語の、いわば書き割り的役割である。 

 これに対して「㉚者助太ย」と「義理人情記」のふたつの番外⠍は、「╀≬四㑻市஭

㆓のෆ」という๪題が♧すとおり、江戸の市஭の物語
、、、、、

を描くことに主眼が置かれ、八

ⓒ八町に生きる人々の暮らしや人生模様などが写し出される一方で、╀≬四㑻は脇に

᥍えた位置から、それらを見ᒆける役回りを₇じるのである。小論は、╀≬四㑻もの

の中でもやや␗色の 2 ⠍をとり上げ、その小説世⏺のᙧ式やෆᐜを明らかにしつつ、

╀≬四㑻の影のダン࢕ࢹズ࣒とでも⛠すべき⨾学の一面を分節化するヨみである。 

 

II 「㉚者ຓኴย・╀≬ᅄ㑻ᕷ஭㆓の内」について 

 

 「㉚者助太ย」は᫛和 47 年 1 月、月หㄅ『小説新₻』に掲載された第 6 作目の番外

⠍である。本⠍との㛵連をみておくと、᫛和 46 年 1 月から 12 月まで『㐌ห新₻』に

連載されたシリーズ第 6 ᙎ『╀≬四㑻無情᥍』の終஢後に発表された作品ということ

になる。╀≬四㑻シリーズは、不幸な出生の⛎ᐦをもつ主人公のቃ㐝をめぐって、運

命、Ꮩ⊂、⁻Ἡといったライトࣔチーフが全⠍の通ዌ低音をなすところに大きな特徴

があるが、そのライトࣔチーフと㛵連して、人物のすり᭰わり、見かけとෆ実、௬面

と素面などの主題が採りあげられることがある。たとえば本⠍第 5 ᙎ『╀≬四㑻⹫無

日ㄅ』では、将軍家世Ⴙの家慶に཮生児のᘵがいたという設定で、この実ᘵが家慶に

なりすます本物と㉚者の物語がᒎ開しているし、上㏙の『╀≬四㑻無情᥍』には、世

を៧える᷇文を掲げて割腹自決をとげる江戸城本୸同᭸・἟ὠ༓阿ᘺなる人物がⓏ場

し、≬四㑻と༓阿ᘺの両者に共通する௬面₇ᢏ者のࣔチーフ 5 が、自分は何者なのか

というアイࢹンテ࢕テ࢕に㛵わる主題と響き合う㛵ಀになっている。         

 こうしたシリーズ全体の⬦⤡の中でᤊえるとき、「㉚者助太ย」は本⠍でも扱われる

真㉚のࣔチーフを㍈に構成された短⠍で、音にきく╀≬四㑻のྡを㦄ったⱝいᾉ人者

が巻き込まれる、江戸市中でのഇのௐウ事件を題ᮦにしている。4 章立てのプロット

自体は込み入ったものではないが、結ᮎに向けてᕦጁなఅ線が敷かれ、その結びで初

めて姿をみせる本物が、㉚者にどう対ᛂし、どう事件を決着させるかが見所となって

いる。 
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 七⚟⚄の絵を描くෆ職で⢶口をしのぐᾉ人者の真ᓮ兵࿃は、ある日、絵を買い上げ

てくれていた問屋でのὸはかな口論がもとで、そのෆ職の口を失ってしまう。自分に

は向いていないことをᢎ知で、食いᢇ持を稼ぐために続けてきた仕事とはいえ、「父が

残してくれた本業」6 を失い、兵࿃が㤿႞町近くの居㓇屋でやけ㓇をあおっていると、

旅⿦の出立ちをした一人の⨾しい武家娘が入ってくる。職人や人足たちの視線は一斉

に武家娘に向けられて、客同士のあいだに㓉いにまかせた᝖着が起ると、㨚៽のはけ

口を見つけたとばかり平࿃は仲⿢に入り、「おれを誰だと思う！」と見ᰤを切る。「誰

だとは、誰でえ？」との㓉漢の口上に、「おれは、╀≬四㑻だ！」とྡ乗ると、店の空

気は一変する。「ወጁな௬ྡをྡのるそのᾉ人者の強さは、ᗓෆ外に、知れわたってい

た」上に、「誰も、╀≬四㑻の顔を見知っている者」がおらず、「㰯ᱱ高く、㢋の殺げ

た、長身の兵࿃」（237）を≬四㑻と信じ込んだのである。 

 居㓇屋を出た兵࿃は、自分自身に嫌気がさすѸѸѸѸ「╀≬四㑻のྡをかたるとは、な

んという見下げはてたያだ（中␎）。あの武家娘に、いいᜦ好をしてみせようとした性

根は、⭉りはてて居るࡒ、真ᓮ兵࿃！」そのとき「あѸѸѸѸもし」と後ろから声がかかり、

振り返ると居㓇屋にいた武家娘が後を追ってきていた。兵࿃は出すぎた真ఝをルびて

「すまࡠ」と頭を下げるが、武家娘は「╀≬四㑻様、おねがいがございます！」（239）
と、真๢な表情でッえる。 

 二人がᰗᶫの⯚ᐟに着いたとき、武家娘は進⸨さえとྡ乗り、父のᩛをウちに江戸

表へ出てきたことをᡴち明ける。兄は返りウちにあい、ᩛが道場を開くほどの⭎前な

ので、親戚⦕者に助太ยしてくれる者はおらず、そこで高ྡな╀≬四㑻に助太ยを願

いたいというのである。⭎に覚えのない兵࿃は、ෆ心「╀≬四㑻のྡをかたった⨩だ」

と᜼いるが、さえは礼として「᧯を、貴方様に、さしあげまする」（241）と平అし、

必死のჃ願をくりかえす。そしていくばくかの後、⯚ᐟの二階で兵࿃はさえと同⾾す

るのである。                          

 進⸨さえのௐウちは、それから 3 日後に行われた。「ዊ行所にᒆけ出て、正式なᩛウ

ちになったため」、㤿場には夜明け前から見物人が詰めかけていた。「╀≬四㑻が、ௐ

ウちの助太ยをする」とのშが、人々を「⼈集させたのである。」もはや後に引けなく

なった兵࿃は、᫝が非でも「╀≬四㑻になりすまさなければならなかった。」しかし「決

死の覚ᝅを決めた」（244）とはいえ、いざⓑลを抜き合わせると、ௐウ対手の小⸨田

ᘺ஑㑻との⭎前の差は歴然としていて、兵࿃は「おれは、㉚者だ。助太ยは、止めだ！」

（245）と⤯叫してยを放り出したい衝動にかられる。やがてᘺ஑㑻が足を停め、徐々

に๢を上段へ移すにつれて、「ѸѸѸѸ᩾られる！」と恐怖が全身をかけめぐり、ついにⓑ

ลが᏶全に上段に構えられたとき、兵࿃は「ちがうっ！」とᝒ鳴にもఝた声を発する。

その瞬間、「ᘺ஑㑻の五体が、なぜか、ぐらりとゆれ」て、「顔面が、苦痛で、ṍんだ。

さえが、その㝽をとらえて、まっしぐらに、小ยを突きかけ」、「したたかに、⭁腹を

刺し㈏かれて」（246）、ᘺ஑㑻はさえとᢡり㔜なるように地面に倒れる。ᘺ஑㑻の足首

には、小柄が突き刺さっていた。 

 群集のどよめきに、われに返った兵࿃は急ぎ足で㤿場を後にする。意外な㈶㎡をあ

びて、一้も早く逃れたかったのである。㤿場の木戸口に出て一ᜥついたそのとき、
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「お主、助太ยした娘が、男であると気づいて、買って出たのか」と、෭やかな問い

が横合いからᢞげかけられる。「深編➟で顔をかくした、㯮の着流し姿が、そこにతん

でいた。」「どうやら、あれは、Ẋ様のᑋ愛でもⵚっていた色小ጣのようだな。」兵࿃が

「このᚚோが、小柄をᢞじてᩆってくれたのだ」とᝅり、「お、お手前はѸѸѸѸ？」（247）
とイねると、ᾉ人者は歩を運びつつ、「╀≬四㑻とおぼえておいて㡬こう」（248）との

一言をのこすのであった。 

 このように「㉚者助太ย」は、江戸市中でしがないෆ職暮らしを送るⱝいᾉ人者を

主たるⓏ場人物とする短⠍である。世渡り下手なうえに何ごとにも経験不足で、女⿦

した男と同⾾したことにも気がつかない未⇍なᾉ人者の、ⱝさゆえの見ᰤと⹫ໃがᣍ

いたഇりのௐウの㢭ᮎを描いている。本物のྡを㦄った㉚者
、、

が武家娘を助太ย
、、、

すると

いうのが、題ྡの第一義的意味であろうが、ௐウを願い出た武家娘もじつは㉚者であ

ると判る結ᮎのもうひとひねりを考量すると、㉚者が
、、、

㉚者を助太ย
、、、、、、

するという意味が

㔜ね合わされているとも考えられるし、さらには本物
、、

が
、
ふたりの㉚者を助太ย

、、、、、、
すると

いう意味がෆໟされているとも解せるかもしれない。 

 もとより作者は題ྡの真意を語ってはいないし、真㉚のࣔチーフも正面から採りあ

げているというよりは、プロットに㔜ᒙ性を与える要素としてᕦみに฼⏝していると

みるべきであろう。いずれにせよ「㉚者助太ย」は、なりすましの物語にㅦ解きの要

素をຍえ、意外な真相が明かされる結びへと཰ᩡするよう組み立てられた短⠍で、そ

の計算されたプロットのもとで、≬四㑻は自分のྡを㦄る㉚者に人知れずᩆいの手を

差しのべつつ、うそഇりのない事実をも伝える影の役割を₇じるのである。なるほど

この短⠍では、≬四㑻本人のⓏ場シーンはごくわずかで、しかも結ᮎ近くで初めて姿

をみせるという₇出であるが、それでも影の㯮子にᚭする≬四㑻のすがたが༳象的な

のは、まず第一に≬四㑻のことばにそれだけの㔜みがあることを理⏤に挙げることが

できるであろう。≬四㑻は普段からᐻ黙であるが、その一言一ྃには㗦い洞察力に裏

ᡴちされた真実味がこもっている。実際、ഇりとḭきに満ちたこの物語の中で、≬四

㑻のことばだけが࢘ࢯとは無⦕である。次に、そのことばと同様の深みが、≬四㑻の

⥸黙には感じとれることも理⏤として挙げられるであろう。ᑍ㕲人を刺す言㎡のみな

らず、その無言にも深い意味がෆໟされるところにダン࢕ࢹの本㡿があるとすれば、

≬四㑻の無言も多くのことを語りかける。彼の沈黙は㞝弁なのである。さらに、こと

ばとも沈黙とも共通するスタイリッシࣗさが≬四㑻の挙ᥐに具わっていることも付言

しておくべきかもしれない。要するに、彼のことば、沈黙、立居振⯙のすべてに一分

の㝽もないほどᙇり詰めた⚄経が行きᒆき、それらが‐然一体となって≬四㑻の⊂特

のダン࢕ࢹズ࣒⨾学をかたちづくっているのである。    

 

III 「⩏理人情記・╀≬ᅄ㑻ᕷ஭㆓の内」について 

 

 「義理人情記」は、᫛和 47 年 1 月発表の「㉚者助太ย」につづいて同年 9 月、第 7
作目の番外⠍として『小説新₻』に掲載された。なりすましのࣔチーフを変ዌして、
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江戸市中で起きたഇのௐウ事件を描いているのが「㉚者助太ย」であるとすれば、「義

理人情記」は͆義理と人情、江戸の花͇とも⛠された義理人情を題ᮦに、渡世人たち

の人間㛵ಀのしがらみやⴱ⸨を描いた短⠍である。╀≬四㑻は「㉚者助太ย」におけ

るほど㯮子にᚭしているわけではなく、ෑ頭からⓏ場して渡世人の後見的立場に身を

おき、浮世の⤎と情けのドラマに立ち会うことになる。 

 下総の㖯子を「昼すぎに出ᕹして、勝ᾆやὪᓮや木更ὠにᐤ しஆら、⩣朝、江戸

へ着く」（250）ᚚ⏝船に、勝ᾆからⱝい渡世人が乗り込んでくる。養⪁ᕝの奥で生ま

れて、養⪁ᨻとの通りྡをもつこの渡世人のᨻ五㑻は、すでにしたたか㓉っており、

一༖ᶡを抱えて⬗の間に降りてくると、⬌座をかいたとたん大声でႅりまくる。「㓇は、

いいやな、㓇はѸѸѸѸ。天の⨾⚘っていわあ。浮世の៧いをᤲう玉⟨、ともいうんだࡒ。

（中␎）……なんでえ、どうして、おめえさんがたは、飲まねえんだよ、ⓒ薬の長を

よう。」そのとき㓇の対手を物色する渡世人の㓉眼に「ยを抱いて、うっそりと板壁に

ณりかかっているᾉ人者」のすがたが映る。「᙮の深い、㢏の殺げた、⵬ⓑなѸѸѸѸ一▌

しただけで、背筋を寒くするような暗い⩸をๅいたᾉ人者であった。」（251）渡世人が

いざりᐤるのを見て、「わたしを、⹸の好く対手と見たのか」（252）とᾉ人者が問うと、

₻来あたりの親分⾗の⏝心棒稼業をするᚚோと見たという。平然と茶☇㓇を㔜ねる╀

≬四㑻の前で、ほどなく養⪁ᨻはがくんと前へのめりఅす。 

 小半้が過ぎて夜も更けたころ、ひとつの影が音もなく渡世人にᚸびᐤる。二༑歳

あまりのၟ家の娘で、ᩚった顔立ちの目もと口もとには殺意をみなぎらせていた。⬗

の間のうす暗がりの中で、その娘がⓑ㠧の໫首を抜きざま、背後から渡世人の心の⮚

めがけて突き立てようとした็那、໫首をつかむ娘のྑ手首をยの㚬がࡨたりと押え

た。╀っていると見えたᾉ人者であったѸѸѸѸ「お前が女であっても、㓉いつぶれた男

を刺す༝᛼なふるまいは、┳のがせ（253）「。ࡠ 

 ⩣朝、ᚚ⏝船は江戸の新大ᶫたもとに着き、思い思いの方角へᩓっていく船客の中

に養⪁ᨻの命を≺った娘がいた。それには目もくれず≬四㑻が歩を進めていると、背

後から声がかけられる。渡世人の養⪁ᨻであった。養⪁ᨻは᫖夜の非礼をわび、㏞惑

ついでに一つ頼みがあるѸѸѸѸこれから自分は⊷江の五㑻次という兄ᘵ分に᩾られに行

くが、ついてはஸ㧁を無⦕௖として本所の回向院へⴿってもらえまいか、ᇙⴿ代と読

経料の一両をྵめて懐には༑両あるので、それで頼みたいというのである。養⪁ᨻの

話では、五㑻次の女房のお咲がᨻ五㑻の幼཭㐩で、そのお咲が家出したさい置き手⣬

を残し、自分はᨻ五㑻にᝮれていて、どうしても一緒になりたいからチしてほしい᪨

のことが書かれていた。お咲はいったん養⪁ᨻのもとへ身をᐤせたが、家出のわけを

語ることなく姿を消し、⩣朝、母親の墓前で自ᐖしているのが発見された。頼って来

たのをすげなく追い出したせいだと、࿘囲からは෭たい目で見られたが、ᨻ五㑻とし

ては死人に口なしで、下手な弁解などせず、₩く五㑻次に᩾られに行くほࡒを固めた

という。「すると、お前はᐦ通したのをみとめた結果になるがѸѸѸѸ」とபう≬四㑻に、

「渡世人のはしくれとして、未練たらしく、無実だと弁解してもはじまりやせん。養

⪁ᨻは、生命がᝰしくて、五㑻次に、土下座した、と世間にわらわれるよりは、いっ

そ、男らしࡹう……」と、ᨻ五㑻は自分の覚ᝅを࿌げる。「お前は、まことは、⬚の奥
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底では、そのお咲という女を、想っていたのだろう。」（256）ᅗᫍだったようで、ᨻ五

㑻の表情は≬四㑻のことばをྰ定してはいなかった。 

 二人が⊷江町にある五㑻次の家の門前に立ったとき、≬四㑻は༑両を受けとるのは

回向院へஸ㧁を運んでからにしようと語って外にとどまり、養⪁ᨻは一歩一歩踏みし

めるように⊂り⋞㛵へ向かう。普段なら஝分が༑数人はいるはずなのに人の気配がな

い。養⪁ᨻが三度᱌ෆをஒい、ようやくᗯ下を踏んでくる㊮音がきこえて五㑻次本人

が現れる。ともに二༑八歳で、五㑻次はᨻ五㑻より二つ三つⱝく見える❺顔であった

が、どうしたわけかげっそりやつれ、無精㧨ものび放題、着た切りのようにᾎ⾰一ᯛ

をまとっていた。お咲が自ᐖしたことは早飛⬮で知らせてあったが、五㑻次のあまり

の変わりように養⪁ᨻは呆然とする。 

 座敷に通された養⪁ᨻは五㑻次から、஝分には当座困らࡠだけの金を与えて一人残

らず渡世の足を洗わせたと聞かされる。いきり立たねばならࡠはずの五㑻次がᜯ然と

して、᩾られに来た自分の方がいきり立っているその状ἣに、養⪁ᨻは自身の覚ᝅを

伝え、お咲の残した手⣬がჴだというわけを知りたいとᇳᣉに詰めᐤる。しばらく押

し黙ったあと、五㑻次はようやく㔜い口を開き、お咲はまだ 未通女
き む す め

のままだったと

࿌げる。 

 

 「なんだと！？」 

 「そうだったのだよ、養⪁のѸѸѸѸ」 

 「三年も、一緒に、くらしஆら、夫፬にならなかった、というのか？そんな、Ⳙ 

  ㏑な！」 

 「亭主だったおれが、பうのだから、まちがいはねえ。」 

 （中␎） 

 「どうして、夫፬にならなかったんだ？え、どうしてなんだ？ おめえさんは、お 

  咲さんに、首ったけ、ᝮれていたじゃねえか。」 

 「ᝮれていた、たしかにѸѸѸѸ」 

  「それなのに、どうして、一度も、抱いてやらなかったんだ？え、おい、どうし 

  てなんだ？」（260í261） 

 「…………」 
 「黙っていちゃ、わからねえ！教えてもらおうじゃねえか！」 

 養⪁ᨻは、࿤鳴るように、返㎡をもとめた。（261） 

 

 やがて生きて出てきた養⪁ᨻを、≬四㑻が往㑏上で迎えた。᩾られたならば気配で

感じとれると待っていたのである。 

 

 「⏦しわけありやせん。五㑻次は（中␎）⭊抜けになっていやがって……」 

 「対手が᩾らࡠのなら、べつに、死に急ぎをする必要はなかろう。」 

 「あっしゃ、覚ᝅをして、やって来たのに（中␎）。Ⳙ㏑にしてやがる！ 五㑻次 
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 のያ、人をこけ
、、

にしやがって、……水┃で、兄ᘵ分のㄋいを流そうとࡠかしてѸѸѸѸ。 

  挙ྃの果ては、女房の置手⣬は、ჴを書いていたとか、三年も一緒にくらして居 

 りஆら、お咲は、未通女だったとか……」（261-262） 

 

 いまいましげに養⪁ᨻが石ころをᕝへ㋾とばしたとき、≬四㑻はふと予感したよう

に首をめぐらし、船でᨻを刺そうとした娘が五㑻次の家の門をくぐるのを目にする。

≬四㑻は養⪁ᨻに近くの茶屋で待つように࿌げ、五㑻次が᩾らなかった理⏤が、もし

かすると判るかも知れࡠ、とபいのこして五㑻次Ꮿへ向かう。その頃、お咲の妹のお

幸
さ ち

は⋞㛵で五㑻次と対面し、ጜのௐをウとうと養⪁ᨻを追って来たが、「お義兄さん

が、ௐをウちなさるのが、筋道だと思いなおしました。これで、ጜさんのうらみを、

はらして下され！」（263）と、お咲が自ᐖに⏝いた໫首を手渡して去る。 

 五㑻次は座敷へすわった後も⹫⬺のែであったが、われに返り、血のりで曇ったそ

の໫首で自ลをはかろうとしたとき、小柄が庭から飛来してྑ手⏥を㈏く。≬四㑻は

しずかに座敷に上がり、「きかせてもらおうか、真相をѸѸѸѸ。兄ᘵ分や義妹には、ᡴ明

けられなかったが、いっそ、⦕もゆかりもないあかの௚人なら、しゃべりやすいだろ

う」（264）とಁす。四半้のち、≬四㑻は茶屋へひき返し、ᜥをつめて待つ養⪁ᨻを

じらすように㓇を頼み、「まず、飲め」（265）と່める。養⪁ᨻが茶☇㓇を一ᜥに飲み

ᖸすのを待ってから、≬四㑻はお咲が五㑻次の腹違いの妹だったという意外な事実を

伝える。≬四㑻がபうには、ஸ父の下僕からその事実を知らされた五㑻次は、しかし

下僕のᛅ࿌を᩺けて、お咲を女房に迎えた。「だが、抱けなかった。妹を抱くわけにい

かなかった。……お咲は、どうして、良人が抱いてくれࡠのか、いぶかり、うらみ、

なやんだ。……その挙ྃ、お咲に、本当の女房にしてḧしい、と㏕られた五㑻次は、

ついに、真相をぶちまけた。……お咲が、家を出たのは、それから、一月後だった、

という次第だ。」（266）きかせ終わると≬四㑻は、養⪁ᨻの空の茶☇へなみなみと㓇を

ついだ。                   

 「義理人情記」は、浮世の義理にしばられる渡世人の養⪁ᨻと五㑻次、お咲とお幸

の 4 人の人生の᩿面を切り取った物語である。兄ᘵ分の五㑻次に嫁いだお咲を想いな

がら、助けられずに死なせてしまった養⪁ᨻ、ᝮれたお咲が腹違いの妹であると知り

つつ女房に迎えた五㑻次、お咲の自ᐖを養⪁ᨻの非情のせいと思い込み、ௐと≺う妹

のお幸。「積悪の家には必ず余ṡあり」7 とは『太平記』にみえる一節であるが、余ṡ

ともいうべき⅏いを彼らにもたらしたのは、五㑻次の父五㑻బ衛門の所業であった。

女房を႙ったさい、ⴿ൤を手伝いにきた義理の妹を、五㑻బ衛門が出来心で≢したの

である。上総の⁺師に嫁いでいた義妹はその後お咲を産み、父親がஸጜの良人である

ことを決して口外はしなかった。しかし主人の஘行をഅ然目にしていた五㑻బ衛門の

下僕が、お咲との婚礼をひかえた五㑻次に、⚃言をとりやめるようᛅ࿌したのである。      

 運命やᐟ命のライトࣔチーフがᰘ田作品の底流をなしていることは先に言及したが、 

この市஭㆓では͆親のᅉ果が子に報いる͇構ᅗが組み入れられて、運命のいたずらに
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人生のṑ車を≬わされる 4 人のすがたを、養⪁ᨻを後見する立場から≬四㑻が見ᒆけ

る体⿢である。起ᢎ転結をなす 4 章立てのプロットのᆒᩚもさることながら、そこに

写しとられた義理人情のドラマを通じて、╀≬四㑻という⹫無の男のෆなるࡠくもり

がしみじみと感じられる作品で、大方の≬四㑻ものとは␗なる味わいが‣えられてい

る。 

 ⹫無
、、

の男のࡠくもり
、、、、

とは、なるほど一見᧐着語ἲのようであるが、╀≬四㑻の人物

㐀型に༶して考えるとき、決して▩┪したホ言ではない。そのᐜㇺ、振⯙いがどれほ

どニヒルに映ろうと、いっさいの真理や౯್を信じないニヒリストとは≬四㑻はᡖ然

と一線を画している。いや、それどころかニヒルとは相ᐜれない࢙࢘ットな真情を⬚

底に⛎めもつ人間とさえいうことができる。その心奥の⛎事を௚人に気取られまいと、

あえて⹫無の௬面をかぶりつづけているのが≬四㑻であるといえばよいであろうか。

作家の沢木⪔太㑻は、ᰘ田作品を愛読した理⏤について「ᰘ田㘐三㑻に特᭷とされる

ニヒリズ࣒に感ᛂしたためだろうか。いや、私はᰘ田㘐三㑻の作品からニヒリズ࣒を

感じてはいなかった。（中␎）╀≬四㑻のニヒリズ࣒というものも、必ずしもᚭ底した

ものではなく、ᚭ底しようとしてᚭ底しきれない、その⿣け目にのࡒく⊂特の⏑さが、

物語の㨩力になっていることを理解していた」8 と記しているが、⮳言であろう。沢

木の明察どおり、ニヒリズ࣒にᚭしようとしてᚭしきれない、「その⿣け目にのࡒく⊂

特の⏑さ」が≬四㑻の人間的㨩力となり、それがまた「義理人情記」という市஭㆓の

⁠味を下支えする効果をあげているのである。物語の結びで≬四㑻が養⪁ᨻにかける

ことばは、その意味で≬四㑻が⬚中に⛎めた真実の一➃をうかがわせてあじわい深い 

ѸѸѸѸ「お前は、᫖夜は、死ࡠ覚ᝅのために泥㓉したが、今日は、生きのびるために、

㓉うがいい。ふところの༑両は、㓉いつぶれるまでの飲み代だと思え。」（266） 

 

IV ⤊❶㸸ᙳのࣜ࢕ࢸࣜ࢔ 

 

 ᫛和 47 年に発表された 2 つの番外⠍「㉚者助太ย」と「義理人情記」は、以上見て

きたように、╀≬四㑻ものの中でもいくぶん特␗な位置を༨める作品である。「╀≬四

㑻市஭㆓のෆ」との๪題が♧すとおり、両短⠍ともに江戸市中の物語としての性格を

そなえ、前者は世事にうとい未⇍者のᾉ人のⱝさと⹫ᰤがᣍいたഇのௐウ事件の真相

を、そして後者は義理にཌい渡世人と彼にゆかりの者たちの人間模様を、それࡒれ描

き出していて、╀≬四㑻は主役として前面に立つというよりも、脇に᥍えた影の位置

から、彼⊂特の存在感を発᥹する㊃向になっている。もっとも、作中人物に対する≬

四㑻の᥋し方や㊥離には違いがあり、「㉚者助太ย」ではⱝくて経験に乏しいᾉ人者に

土ቭ場でᩆいの手を差しのべつつも、෭厳な現実を目のあたりにさせるという決着の

つけ方であるのに対して、「義理人情記」ではෑ頭から結びまで終ጞ、渡世人の覚ᝅに

ᐤりῧう後見役をつとめるというように、作中人物との㛵わり方には相違がみられる

ものの、彼らの人生を見ᒆけるその姿ໃに≬四㑻のスタイリッシࣗな身上が❚えるこ

とには変わりがない。     
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 ここで改めて╀≬四㑻の人物ീにゐれておくと、もともと≬四㑻は親しみやすい༳

象を人に抱かせるタイプではない。むろん௚者との㛵わりを頑にᣄྰすることもない

が、つねに一定の㊥離をおいて人と᥋することを流൤とする人間である。べたべたす

る㛵ಀを嫌うその⊂特の㊥離感は、まさに๢に生きる㐩人の間合いを想わせる。๢を

交える対手のᢏ量の見定めといい、生死を分けるộ合いの見極めといい、いずれも௚

者との間合いを見切る修練に通じているといえるであろう。この対人間の㊥離の り

方こそ、≬四㑻のダン࢕ࢹズ࣒を特徴づける戦␎的根ᣐのひとつであり、いついかな

るときも「心を動かされまいとする揺ぎない決意」9 が彼の間合いの⨾学を支えてい

るのである。  

 影の立場に身をおいているにもかかわらず、「㉚者助太ย」と「義理人情記」におけ

る╀≬四㑻の存在感がなおも⛥薄化しないのはなぜか。ここで作者の表現手ἲに着目

するならば、これら 2 ⠍の市஭㆓で、作者は≬四㑻を前面に押し出さないことによっ

て、㏫にその存在を༳象づける手ἲ 10を選びとっている。すなわち、ダン࢕ࢹの影を

⃰く際立たせることで、かえって本体のリアリテ࢕を強く意識させるのである。影を

して本体を㏫照ᑕさせる表現手ἲとでも呼べばよいであろうか。ダン࢕ࢹズ࣒のጞ祖

といわれるボー・ブランメルの㐓話 11を引き合いに出すまでもなく、影をもྵむ実体

が一ಶのⱁ⾡作品たりうるのがダン࢕ࢹある。とすれば、真のダン࢕ࢹは正対する姿

のみならず、その横顔や後ろ姿で多くのことを語りうるのであり、その影もまた実体

の真実を㞝弁に表現するのである。 

 もちろん、こうした手ἲがዌຌするには、影の実体が☜固たるリアリテ࢕をそなえ

ていなければならない。沢木⪔太㑻がホしたように、෭たさにᚭするようでᚭしきれ

ない「その⿣け目にのࡒく⊂特の⏑さ」が、╀≬四㑻の人物ീをリアルなものにして

いることは␲いをᐜれないが、そこにダン࢕ࢹズ࣒をዊずる作者自身の⨾学がᢞ影さ

れていることも☜ㄆしておく必要がある。≬四㑻の言㎡、沈黙、所作のすべてにスタ

イリッシࣗさがㄆめられることは先㏙したが、「㉚者助太ย」における≬四㑻のࢡール

な振⯙いにせよ、「義理人情記」で見せる⢋な計らいにせよ、そこにはダン࢕ࢹズ࣒と

いう精⚄の存在方式への作者の深い理解と洞察を読みとることができる。ᰘ田がエド

ࣔン・ロスタンの『シラࣀ・ド・ベルࣗࢪラッࢡ』の結びのシーンを、「私がいちばん

好きな場面である」と明言するのは決してഅ然ではない。愛するロࢡサーࢾに想いを

伝えࡠまま、㏕り来る死⚄に向かってシラࣀが「おれのすべてをくれてやる。（中␎）

しかし、ただひとつだけ、貴様らに⤯対に奪われないものがあるࡒ」といい、「それは、

なんなのです？」とイくロࢡサーࢾに、「それはな、このおれの心意気だ!」12 と呟い

てᜥ⤯えるシーンである。あえて極言するなら、このシラࣀの最期にᰘ田はダン࢕ࢹ

ズ࣒⨾学の極⮴をみている。運命を受けᐜれることは、ただ受動的に運命を⏑受する

ことを意味しない。ᢠすべくもない強大な力に┤面したとき、その㏫ቃといかに対ᓖ

するかに、その人物の精⚄の力量が、いいかえればダン࢕ࢹズ࣒の真㧊が♧される。 

 こう考えるとき、「㉚者助太ย」と「義理人情記」の 2 ⠍の市஭㆓には、脇に᥍える

≬四㑻の後見の⨾学を通じて、影のダン࢕ࢹズ࣒とでもいうべき精⚄のスタイルが表

現されていると思われる。前者では、世間知らずのᾉ人者を遠くから見守り、後者で
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は、渡世人の死への覚ᝅとやるせない想いに傍で心をᐤせるすがたが、≬四㑻の存在

感を際立たせ、それによって作者は≬四㑻の体現する精⚄の⨾学を的☜にᙧ象化して

いる。もちろん、これら２⠍で⓶肉な運命と向き合うのは≬四㑻ではないし、また彼

自身の運命観がᢨ℡されるわけでもないが、人生経験のὸいᾉ人者の影となり、一命

を賭する渡世人の生きざまをつぶさに見ᒆける姿ໃを介して、≬四㑻自身の生きざま

が、そして運命への対ᓖの仕方が期せずして㏱けて見える描き方になっている。不幸

なᫍのもとに生をாけた≬四㑻自身、␗人と日本人のጮῘの子としてのᐟ命を㈇う人

間であり、彼ほど運命の不条理を体現するにふさわしい人物もめずらしい。その痩㌣

␗相がⁱませるᐢᐾ感は、≬四㑻が༑字ᯫとして背㈇うᅉ果なᐟ運に⏤来し、⛥世の

๢の使い手でありながら無ᩛでも᏶全無欠でもないそのಶ性が、この␗➃的Ꮩ⤯者の

ീをいっそう真実味あるものにしているのである。作者は、╀≬四㑻の影のリアリテ

ズ࣒の特質の一➃を浮かび上がらせているの࢕ࢹを通じて、いわばᦕめ手からダン࢕

であり、≬四㑻は実体のみならず、その影までもがダン࢕ࢹズ࣒を具現化する存在た

りえている。ボー・ブランメルの後⿰と、╀≬四㑻をホしうる根ᣐもまたそこにある。  
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4 『明㙾国語㎡典』の【世話物】の定義による。『明㙾国語㎡典』、大修㤋書店、2002年、909㡫。 

5  ╀≬四㑻と἟ὠ༓阿ᘺは、ともに素顔の上に௬面をつけた₇ᢏ者として㐀型され、作中では஫

いに強く意識し合う者同士として描かれている。なお、἟ὠ༓阿ᘺのࣔࢹルは、「╀≬四㑻無情᥍」

の㐌หㄅ連載がጞまる2ࣨ月前(1970年11月25日)に、割腹自決をとげた三ᓥ⏤⣖夫と考えられる。 

6 ᰘ田㘐三㑻『新⠍ ╀≬四㑻京὜勝㈇ᖂ』、集ⱥ社㸺文ᗜ㸼、2006 年、232 㡫。これ以降、本文

中の引⏝後のᣓᘼෆの数字は同書の㡫数を表すものとし、引⏝文中のルビ等は原๎として省␎す

る。また同㡫から」数の引⏝を行う場合は、その㡫からの最後の引⏝の後にのみ㡫数を記す。 

7 平家物語にも「積ၿの家に余慶あり、積悪の門に余ṡとどまるとこそᢎはれ」という一節がみ

える。『日本国語大㎡典 第二版 第༑三巻』、小学㤋、2002年、557㡫の【余ṡ】の㡯をཧ照。   

8 沢木⪔太㑻「解説」、ᰘ田㘐三㑻『ᰘ田㘐三㑻選集 第三巻 ๢は知っていた』、集ⱥ社、1990

年、542-543㡫。 

9 ボードレールは「ダン࢕ࢹの⨾の性格は、何よりも、心を動かされまいとする揺ぎない決意か

ら来る、෭やかな様子の⿹にある」と㏙べている。シャルル㸻ࣆエール・ボードレール「現代小

説の画家」『ボードレール全集IV  ᩓ文詩 ⨾⾡批ホ 下 音ᴦ批ホ ယれなベルࢠー』、阿部良

㞝訳、⟃ᦶ書房、1987年、169㡫。 

10 この✀の≬四㑻の描き方は、晩年の『うろつき夜太』にも見ることができる。この作品では、

全50話中6話にのみ、≬四㑻は脇の人物としてⓏ場するが、それでもその存在感は際立っている。

『うろつき夜太（上）（下）』、集ⱥ社<文ᗜ㸼、1987年をཧ照。    
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11 今日まで伝えられるブランメルの伝説や㐓話のたぐいは数々ある。イࢠリスのロマン派詩人バ

イロンが「余は࣏ࢼレオンたらんよりもブランメルたらん」と㏙懐したことはኧに知られている

し、『ダン࢕ࢹズ࣒とࣙࢪーࢪ・ブランメルについて』を著したフランスの小説家バルベー・ドー

ルࣦ࢕イは、「ダン࢕ࢹズ࣒とは一つの在りかた全体である。けだし人間は具体的に目に見える側

面だけで存在するものではない」と語り、ブランメルのダン࢕ࢹズ࣒についてはその特徴を次の

ように説明している̿̿「この人物は、あまりにも表面的に判᩿されすぎるが、きわめて知的な

ちからの持ち主であり、言葉による以上に起居振⯙によって支配したのだ。௚人にたいする彼の

働きかけはもっぱら言葉を通じてなされるそれよりも┤᥋的であった。口調、目つき、身振り、

あからさまな意ᅗ、さらに沈黙を通じてまで、彼はそれを産み出したのだ。」生田⪔作『ダン࢕ࢹ

ズ࣒ ᰤ光とᝒ᝺』、ዝ⅁都㤋、1987年、112-113㡫、および214㡫をཧ照。 

12 ᰘ田㘐三㑻「首相は空を௮げ」『╀ᇽ㓰話̿̿地べたから物⏦す』、新₻社、1976 年、112 㡫。 
 

                2021 年 2 月 9 日受理 2021 年 2 月 20 日 採録決定 
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